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〈施工説明書〉�

このたびは WOOD ONE の商品をご利用いただき、厚くお礼申しあげます。施工前にはこの説明書をよくお読みいただき、安全に正しく施工されるよ
うお願いいたします。なお、お気付きの点、ご不明な点がございましたら、ご遠慮なく弊社までお問い合わせください。�
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内壁素材　羽目ロング�
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内装壁材　羽目ロング�
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内装壁材　羽目ロング�

安全上のご注意�

KO-1-施①�平成16年3月�

羽目ロング�

寸法詳細図�
梱包を開いたら枠材本体および下表の付属品に不足および問
題がないかを確認してください。�

部材名　 　　　数量　    備　考�

羽目ロング　　　　　6枚　塗装済�

施工説明書　　　　　1部�
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施工に際して以下の注意が守られない場合、施工に従事される方の傷害並びに住まわれる方の
傷害または財産上の損害が生じるおそれがあります。確実にお守りください。�注意�

屋内専用です。�
当社羽目ロングは屋内専用です。屋外や浴室に使用
すると、湿気、雨漏れ、強い太陽光などにより割れな
どの劣化が進み脱落の原因となり危険です。�

�

下地材の上から施工してください。�

開梱後は換気を行なってください。�
ホルムアルデヒド対策品ですが、換気を行わないと、
発生するホルムアルデヒドなどによって目、鼻、頭
の傷みや皮膚に異常をきたすおそれがあります。�

�

�
接着剤とかくし釘を併用してください。�
施工の際は必ず接着剤と併用してかくし釘をお使
いください。接着が甘いと脱落の原因となり危険
です。�

必ず壁の下地材の上から貼りあげてください。直接柱、
間柱に打ちつけると、パネル自体に強度がない為、
破損しやすく、また構造躯体自体の強度低下を招き
危険です。�

外部および軒天などへのご使用は
絶対にしないでください。�

�お願い�



D○

施工終了後�
�養生�

当て傷、擦り傷等がつかないよう保護紙等でカバーするか、取り外して傷の付かない場所に保管してください。�
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お手入れのしかた�
壁材が汚れている場合は、水で薄めた中性洗剤を含ませた柔らかい布を堅く搾ってふき取り、乾いた布で仕上げてください。�
ベンジン・アルコール・シンナーなどの溶剤を使用すると変色・変質しますので、絶対に使用しないでください。�

�
�使用説明書の手渡し�

同梱の「使用説明書」を使用される方にお渡しください。使用される方が不在の際は、施主様に依頼するか製品に結
い付ける等により必ず使用される方に届けられるようご配慮ねがいます。�

使用説明書�使用説明書�

1. 開梱�
梱包を解いたら数量に不足および損傷等の問題がないかどうかを確認してください。�
製品に水濡れ等不具合があった場合は必ず施工前にお買い求め店または弊社までご連絡ください。�

2. 雨等に濡れた場合の処理方法�
施工中に雨等により濡れた場合は表面単板の割れや変色防止のため、すぐに乾いた布で拭き取ってください。�

3. 仮並べ�
当社壁材には表面に天然木を使用しているため、色や木目に多少の違いが出ることがありますので、施工前に全部の梱包を開い
て予め色合わせをしてください。極端な不具合がありましたら、施工前に販売店様または弊社までお申し出ください。�
施工後のお申し出には応じかねます。�

 体育館等への使用について�

コンクリート養生日数とジョイント部の目透し寸法�
●工期等でコンクリート壁の乾燥が不十分な場合は施工後羽目ロングの伸びによるふくれが生じる 
事が有りますので、突き付け部の目透し巾を下記表を参考にして決定下さい。�

〈冬期の場合の目安〉�

コンクリート養生日数�
4週間以上�
2～4週間�
2週間未満�

目透し寸法�
2>以上�
3>以上�

施工は見合わせてください。� 長さ方向のジョイント部目透かし寸法�

1
●住宅では、450>ピッチで、体育館では対衝撃性を
考慮して303>ピッチで施工してください。�
また、羽目ロングは施工場所の環境によく馴染ませた
上で施工すると共に突き付け部に2>以上の目透しを
つけて下さい。�

ピッチの確定� 2
●釘はカラーネイル（商品梱包
ケースに在中）を使用し、接着
剤を併用してください。�

固定�

木造軸組、枠組壁工法（2×4）� RC工法�

柱、間柱450>ピッチ�

羽目ロング�

巾木�

フローリング�

根太�

コンクリート※1

木れんが�

飼いくさび�

胴縁 ※2

羽目ロング�

巾木�

フローリング�

根太�

施工手順�

●コンクリート壁は含水率が15％以下になるまでよく乾燥させて下さい。夏で3週間以上、冬で4週間以上かかります。（モルタル水分計で測定）�
●間柱、胴縁等は乾燥材をご使用下さい。施工後波打ちの原因となります。�

�お願い�

お願い�

※1 体育館用のコンクリート下地へ
の施工は、コンクリートの含水
率が高い場合、羽目ロングが長
さ方向に膨張することがありま
す。従って、長さ方向のジョイ
ント部は下記の表を基準に目透
し施工してください。�

※2 間柱、たて胴縁の間隔は、体育
館では人及びボール等の衝撃を
考慮して、303>ピッチで施工
してください。�


